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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人電気学会（IEEJ）及び一般財団

法人日本規格協会（JSA）から，工業標準原案を具して日本工業規格を制定すべきとの申出があり，日本

工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日本工業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 

JIS C 2143 の規格群には，次に示す部編成がある。 

JIS C 2143-1 第 1 部：劣化処理手順及び試験結果の評価 

JIS C 2143-2 第 2 部：熱的耐久性の測定－評価指標の選択 

JIS C 2143-3 第 3 部：熱的耐久性の計算の手引き 

JIS C 2143-4-1 第 4-1 部：劣化処理オーブン－シングルチャンバオーブン 

JIS C 2143-4-2 第 4-2 部：劣化処理オーブン－300 ℃以下の精密オーブン 

JIS C 2143-4-3 第 4-3 部：劣化処理オーブン－マルチチャンバオーブン 

JIS C 2143-5 第 5 部：相対熱的耐久性指数（RTE）の求め方 

JIS C 2143-6 第 6 部：固定時間枠法を用いる絶縁材料の熱的耐久性指数（温度指数及び相対熱的耐久

性指数）の求め方 
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序文 

この規格は，2000 年に第 1 版として発行された IEC 60216-4-2 を基とし，構成を変更して作成した日本

工業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある箇所は，対応国際規格を変更している事項である。変更の一

覧表にその説明を付けて，附属書 JA に示す。 

 

1 適用範囲 

この規格は，電気絶縁材料の熱的耐久性評価及びその他の適切な用途のための，電気加熱式で，かつ，

換気式の精密オーブンの 低限度の要求事項について規定する。 

この規格は，周囲温度より 20 K 高い温度から 300 ℃までの全ての温度範囲，又はその一部の温度範囲

で使用するように設計されたオーブンについて規定する。 

この要求性能を達成するために，次の二つの可能な方法がある。 

a) 単純なシングルチャンバオーブン内を精密に温度制御することによって，要求性能を達成する方法。

すなわち，JIS C 2143-4-1 に適合するオーブンの改良品の場合。 

b) 単純なシングルチャンバオーブン内に別のチャンバ（アイソボックス）を設けることによって，要求

性能を達成する方法。二重のチャンバとする目的は，空気の循環及び換気を要求水準に保ちながら，

温度変化の幅を抑制することである。 

注記 1 経験的には，アイソボックスを用いることは，精密オーブンの要求に合う経済的で実際的

な手段である。 

注記 2 要求される半減温度幅が 20 000 時間～10 000 時間において 10 K 未満の場合，測定する温

度指数及び半減温度幅の精度を妥当な水準に上げるために，JIS C 2143-4-1 に適合するシ

ングルチャンバオーブンよりも，この規格に規定する精密オーブンの使用が望ましい。 

注記 3 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 

IEC 60216-4-2:2000，Electrical insulating materials－Thermal endurance properties－Part 4-2: 

Ageing ovens－Precision ovens for use up to 300 ℃（MOD） 

なお，対応の程度を表す記号“MOD”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“修正してい

る”ことを示す。 


